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台本にない自分の言葉で
学校の魅力を伝えていきたい

東京福祉大学　保育児童学部　３年　萩
はぎ

本
もと

 舜
しゅん

也
や

 さん

発
行

■伊
勢

崎
市

  ☎
0270−

24−
5111

  FAX  0270−
23−

9800
〒

372−
8501 群

馬
県

伊
勢

崎
市

今
泉

町
二

丁
目

410番
地

  U
RL    https://w

w
w

.city.isesaki.lg.jp
編

集
■

広
報

課
　

印
刷

■
第

一
印

刷
株

式
会

社
　

毎
月

1日
・

16日
発

行

　
こ
と
し
は
、
４
年
ぶ
り
に「
境

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」、「
あ
ず
ま
夏

ま
つ
り
」、「
赤
堀
夏
ま
つ
り
」が

開
催
さ
れ
ま
す
。
ど
の
祭
り
も
そ

れ
ぞ
れ
の
特
色
が
あ
り
、
夏
の
風

物
詩
を
堪
能
で
き
ま
す
。
特
に
、

迫
力
満
点
の
み
こ
し
や
山
車
は
会

場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
、
日
常
の

中
の
非
日
常
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
私
も
、
み
こ
し
が
つ
く

り
上
げ
る
会
場
の
一
体
感
が
好
き

で
、
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。
他
に

も
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
露
店
な

ど
魅
力
た
っ
ぷ
り
の
夏
祭
り
に
な

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
　
　（
い
）

ス
マ

ホ
ア

プ
リ

「
マ

チ
イ

ロ
」で

広
報

い
せ

さ
き

を
配

信
中

！

プロフィル
はぎもと・しゅんや

　
萩
本
さ
ん
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
の
学
生
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、

来
場
者
に
大
学
の
魅
力
を
伝
え
る

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

萩
本
さ
ん
に
活
動
を
始
め
た
き
っ

か
け
を
聞
き
ま
し
た
。

「
高
校
生
の
時
、
学
校
に
何
か
貢

献
を
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
の
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
希
望
し

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
願
い
は
か

な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
学
進
学

後
も
そ
の
思
い
は
強
く
、
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
す
る
案
内
を
見
て
迷
わ
ず

に
応
募
し
ま
し
た
」

　
１
年
生
の
頃
か
ら
活
動
を
始
め
、

今
で
は
70
人
を
超
え
る
学
生
ス
タ

ッ
フ
の
中
心
的
な
メ
ン
バ
ー
と
し

て
活
躍
す
る
萩
本
さ
ん
。
来
場
者

を
案
内
す
る
際
に
意
識
を
し
て
い

る
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

「
来
場
者
が
安
心
し
て
、
何
で
も

聞
け
る
よ
う
な
雰
囲
気
づ
く
り
を

意
識
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
学
内

を
案
内
す
る
道
中
は
、
自
ら
の
言

葉
で
来
場
者
に
声
を
か
け
て
信
頼

関
係
を
築
け
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
ま
す
」

　
今
で
は
、
大
学
の
魅
力
や
特
徴

を
積
極
的
に
来
場
者
に
伝
え
て
い

る
萩
本
さ
ん
で
す
が
、
活
動
を
始

め
た
当
初
は
難
し
い
こ
と
も
多
か

っ
た
と
言
い
ま
す
。

「
初
め
の
頃
は
、
緊
張
し
て
自
分

か
ら
声
を
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
ん
な
状
況
を
変
え
る
た
め
、

先
輩
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の
接
し
方
を

観
察
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
応
対
方
法

を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
経
験

を
積
む
こ
と
で
自
信
が
つ
き
、
臨

機
応
変
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」

　
活
動
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
や
柔
軟
性
を
養
う

こ
と
が
で
き
た
と
い
う
萩
本
さ
ん

に
将
来
の
夢
を
聞
き
ま
し
た
。

「
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
関
わ
る

こ
と
が
で
き
る
保
育
士
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
で
養
っ
た

こ
と
を
生
か
し
、
子
ど
も
や
保
護

者
、
同
僚
な
ど
誰
か
ら
も
信
頼
さ

れ
る
保
育
士
に
な
り
た
い
で
す
」

7月28日（金）にいせさきＦＭで放送します ●午前7時54分～ ●午後１時25分～ ●午後５時50分～

小学生の頃に通った学
童保育で、自分より小
さな子とよく遊んだこ
とをきっかけに保育士
を目指す。休日は、録
画したドラマを見たり、
友達とカラオケに行っ
たりして過ごしている。
最近は父親との銭湯巡
りも楽しみの一つ。

がん検診を受けてがんの早期発見を

がんを早期に発見するため、症状のない
元気なうちからがん検診を定期的に受け、
精密検査が必要と言われたら医療機関を
必ず受診しましょう。今号では、市で実
施しているがん検診を紹介しています。
詳しくは２ページへ。

contents
戻ってきた！ 伊勢崎の夏祭り ････････････････････････ P4
まちづくり市民ワークショップ開催！ ････････････････ P5
電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金 ･･････ P6
プラスチック製の容器・包装は資源です！ ･･･････････ P6

市税の納期 納期限は7月31日（月）です
固定資産税・都市計画税　　2期
国民健康保険税（普通徴収）　1期
　納期限内の納税に協力してください。納期限
を過ぎると延滞金が付く場合があります。忘れ
ずに納期限内に納付してください。納付には口
座振替が便利です。
問い合わせ　収納課（☎27−2723）

がん検診を
受けましょう！

 防災・防犯情報を配信中  いせさき情報メールに登録を！ 登録方法など詳しくは10ページへ



　日本人の２人に１人はがんになる時代
です。多くのがんは、早期に発見し適切
な治療を行うことで、治る可能性が高ま
ります。
　未来の自分のために定期的に検診を受
け、がんを早期発見しましょう。

　日本人の死因として最も多いのはがんです。がんは種類によって傾向が
異なるものの、一般的に年齢が上がるにつれてかかる人が増加します。ま
た、女性に比べ男性はがんにかかる人が多い傾向にあります。

　「このくらい大丈夫」と我慢したり、「忙しいから」と自分の体のことを後回しにしたりしていませ
んか？ 「あの時もっと早く受診していれば…」と後悔しないためにも、気になる症状やいつもと違
う体の変化に気が付いたら、かかりつけ医や専門医をすぐに受診しましょう。

問い合わせ
●健康管理センター（☎23－6675）
●赤堀保健福祉センター（☎20－2210）
●あずま保健センター（☎62－9918）
●境保健センター（☎74－1363）

▲がんに関する情報
を紹介しています

▲がん検診の
詳細はこちら

日本人の死因第１位はがん

　がん検診の対象者には、４月上旬に案内通知を郵送しました。同封の医療機関一覧より受診
する医療機関を決めて、直接予約してください。検診を受ける際には「がん検診等受診券シー
ト」が必要です。がん検診の費用や実施期間などの詳細は市ホームページでも確認できます。

市で実施しているがん検診

　がんは早い段階で発見することが重要ですが、早期のがんにはほとんど自覚症状が
ありません。がん検診を定期的に受けることで、早期発見することができ、治療にか
かる時間や費用が少なくなります。

早期発見で、治療にかかる時間も費用も少なく！

　がん検診で精密検査が必要と言われても受けていない人がいます。がんは早期発見・
早期治療により、治る可能性が高まります。早期に発見するためには精密検査を受け
ることが重要です。精密検査が必要と言われたら、必ず医療機関を受診しましょう。

もし精密検査が必要と言われたら、必ず受診を！

がん罹
り

患
かん

数の順位（令和元年）

がん死亡数の順位（令和３年）

性別 １位 ２位 ３位 ４位 ５位

男性 前立腺 大腸 胃 肺 肝臓

女性 乳房 大腸 肺 胃 子宮

性別 １位 ２位 ３位 ４位 ５位

男性 肺 大腸 胃 膵
すい

臓
ぞう

肝臓

女性 大腸 肺 膵臓 乳房 胃

※上記２表出典：国立がん研究センターがん情報サービス「がん統計」

症状があったら検診ではなく、すぐに医療機関を受診しましょう！

　がんは種類やできた場所によ
り、発見が難しく、治療が遅れ
てしまうことがあります。その
ため、罹患数と死亡数の順位は
少し違ってきます。

市は、がんの早期発見・適切な
治療により、がんによる死亡を
減らすことを目的に、がん検診
を推進しています

～がんの早期発見を目指して～

がん検診を受けましょう

検診内容
●問診・胃バリウム検査
または胃内視鏡検査
対象　40歳以上の人
受診間隔　１年に１回

胃がん検診

女性よりも男性が
かかりやすい傾向にあります

検診内容
●問診・胸部レントゲン
検査

●喀
かく

痰
たん

細胞診(50歳以上、
喫煙指数600以上)
対象　40歳以上の人
受診間隔　１年に１回

肺がん検診

受動喫煙も肺がん
になる可能性を高めます

検診内容
●問診・診察・子宮頸部
細胞診
対象　20歳以上の女性
受診間隔　１年に１回

子宮頸
けい

がん検診

若い世代が
かかりやすい傾向にあります

検診内容
●問診・便潜血反応検査
２日法
対象　40歳以上の人
受診間隔　１年に１回

大腸がん検診

男女ともに40歳代から
かかりやすくなります

検診内容
●問診・血液検査(PSA)
対象　50歳から84歳の
男性
受診間隔　１年に１回

前立腺がん検診

加齢とともに
かかりやすくなります

検診内容
●問診・視触診・マンモ
グラフィ検査
対象　40歳以上の女性
受診間隔　２年に１回

乳・甲状腺がん検診

女性の９人に１人が
乳がんにかかっています

　ブレスト・アウェアネスとは、「乳房を意識する生活習慣」のことです。乳がんの早
期発見などのために、次の４つのポイントを実践して、変化に気付けるようにしまし
ょう。ブレスト・アウェアネスと一緒に、月１回の自己検診もしてみましょう。市ホ
ームページで自己検診の方法を紹介しています。ぜひご覧ください。

◀
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
こ

ち
ら

女性のための新しい生活習慣 ～ブレスト・アウェアネスを取り入れましょう～

普段の着替えや入浴時
などに乳房を見たり、
触ったりするようにし
ましょう

１ 乳房の状態を知る

乳房の状態に、いつも
と違うところはないか
を意識するようにしま
しょう

２ 変化に気を付ける

乳房の変化に気付いた
ら、自己判断せずに、
すぐに乳腺外科や外科
に相談しましょう

３ 変化に気付いたら
相談する

40歳を過ぎたら、乳房
に異常を感じなくても、
定期的に検診を受けま
しょう

４ ２年に１回乳がん
検診を受ける

がん検診
結果
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がん検診を受けましょう

https://www.city.isesaki.lg.jp/soshiki/kensui/kenko_dukuri/kenkoukanri/otona/12247.html
https://www.city.isesaki.lg.jp/soshiki/kensui/kenko_dukuri/kenkoukanri/otona/6056.html
https://www.city.isesaki.lg.jp/soshiki/kensui/kenko_dukuri/kenkoukanri/otona/11604.html


戻ってきた！
伊勢崎の

境ふるさとまつり
時間　午後５時～８時
会場　境町駅通り・県道14号

※７月30日（日）は各町内で開催します
内容　屋台・山車巡行、みこしパレード、演奏演舞イ

ベント、おまつり広場
問い合わせ　境支所庶務課（☎74－0084・☎74－11 

11）

あずま夏まつり
時間　午後５時～８時30分
会場　あずま総合運動公園

※天候により変更する場合があります
内容　八木節、民踊、和太鼓演奏、獅子舞、フラダン

ス、キャラクターショー、打ち上げ花火、縁日・ゲ
ームコーナー（中学生以下対象で午後４時から開始）

問い合わせ　あずま支所庶務課（☎62－9904・☎62
－1311）

赤堀夏まつり
時間　午後４時～８時30分
会場　赤堀コミュニティひろば
内容　幼稚園みこし、行政区子どもみこし、大人みこ

し、山車まつり、総踊り、和太鼓演奏
問い合わせ　赤堀公民館（☎62－1153）

ぜひ、お出掛けください

まちづくり
市民ワークショップ開催！

参加者大募集！

　第３次伊勢崎市総合計画の策定に伴い、市の将来像について、
市民の皆さんの意見を聴くため、市民ワークショップを開催し
ます。ワークショップでは、グループで話し合い、まちづくり
について主体的に検討してもらいます。皆さんの意見は、今後
の計画作りに生かしていきます。ぜひ参加してください。
問い合わせ　企画調整課（☎27－2707）

これから目指すべき市の将来像
を示すとともに、それを実現す
るための取り組みをまとめるも
のです

総合計画とは？

期日　９月10日（日）
内容　10年後の理想の伊勢崎市の姿について話し合います

伊勢崎市の将来像を考えよう！第１回

期日　９月24日（日）
内容　子どもや若者、高齢者など各年代の人にとって、理想の伊勢崎市の

姿について話し合います

各世代にとって理想の伊勢崎市を考えよう！第２回

期日　10月15日（日）
内容　世代や地域、国籍、障害の有無などにかかわらず、共に生きていく

ために必要なことについて話し合います

多様な人が共に過ごせる伊勢崎市を考えよう！第３回

ワークショップの参加者を募集しています！
　今年度開催する全３回のワークショップに参加する人を募集します。
　※報酬や交通費などの支給はありません

申し込み　申込書に必要事項を記入の上、直接ま
たは郵送・ファクス・メールで企画調整課、ま
たは専用ホームページから申し込んでください
※申込書は、企画調整課、
市民情報コーナー（市役所・
各支所）にあります。市ホ
ームページからダウンロー
ドもできます
宛先　〒372－8501　（住所不要）　市役所企画

調整課、 FAX23－9800、 メールkikaku@city.isesa
ki.lg.jp
締切日　７月31日（月）(必着)

期日・内容　下記のとおり
　※可能な限り３回全てに参加してください
　※内容は変更する場合があります
時間　午後２時～４時30分
会場　市役所東館５階第１会議室
対象　市内に在住または在勤・在学の18歳以上の

人
定員　30人

※応募者多数の場合、年齢構成などを考慮の上、
抽選を行います
※参加の可否は応募者全員に郵送またはメール
でお知らせします

　伊勢崎の熱い夏を盛り上げる祭りが４年ぶりに戻ってきまし
た。「境ふるさとまつり」から始まり、「あずま夏まつり」、「赤堀
夏まつり」と各地区で特色豊かな祭りを盛大に開催します。
　※いせさきまつりは９月23日（祝）・24日（日）に開催します

夏祭り

7/29
土

7/30
日

・

8/5
土

8/16
水

▲ワークショップ
の市ホームページ

◀
専
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
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健
康
大
学
受
講
生
を
募
集 

あ
な
た
も
食
生
活
改
善
推
進
員
に
！

　
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
、
毎
日
の
食
事
が

大
切
で
す
。
仲
間
と
楽
し
く
活
動
し
な
が
ら
地
域
に
よ
り
良
い
食
習
慣
を

広
め
て
い
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
食
生
活
改
善
推
進
員（
食
改
推
）に
な
り
ま

せ
ん
か
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
☎

（23）
６
６
７
５
）

食
改
推
の
活
動
内
容
は
？

　
食
改
推
は
、
食
生
活
の
改
善
を

中
心
と
し
た
健
康
づ
く
り
の
普

及
・
啓
発
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
で
す
。

　
食
改
推
の
活
動
目
的
は
、
健
康

に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
一
人

で
も
多
く
の
人
に
身
に
付
け
て
も

ら
う
こ
と
で
す
。
自
分
が
学
ん
だ

こ
と
を
家
族
、
友
人
、
そ
し
て
地

域
へ
と
広
げ
て
い
く
こ
と
で
健
康

づ
く
り
の
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
、

日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
た
め
に

食
改
推
に
な
り
ま
せ
ん
か

　　
食
改
推
に
な
る
た
め
に
は
健
康

大
学
の
受
講
が
必
要
で
す
。
健
康

大
学
で
は
健
康
、
食
事
、
運
動
な

ど
を
は
じ
め
、
食
改
推
と
し
て
活

動
す
る
た
め
の
知
識
を
楽
し
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
年
度
の

市
有
地
を
売
却

電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金

プラスチック製の容器・包装は資源です！
正しく分別してリサイクルしましょう

◀各地区のごみの出し方
や収集日はこちら

▶便利なごみ分別アプリ
「さんあ～る」の活用を

◀プラマーク

　電力・ガス・食料品などの価格高騰による負担増
を踏まえ、特に家計への影響が大きい住民税非課税
世帯に対して、１世帯当たり３万円を支給します。
対象　令和５年６月１日時点で市内に住所があり、

世帯全員の令和５年度分住民税均等割が非課税の
世帯
※住民税が課税されている人の扶養親族世帯は除
きます
※生活保護世帯を含みます

申請方法
【世帯全員が令和５年１月１日以前から市内に在住
の世帯】
●本市で非課税世帯給付金を受給したことがある世

帯＝７月中旬以降に順次案内はがきを送付します。
以前に本市で非課税世帯向けの給付金を受給した
口座に送金を行いますので、手続きなどは必要あ
りません。口座変更などを希望する場合は、８月
１日（火）までに口座変更手続きが必要です

●本市で非課税世帯給付金を受給したことがない世
帯または、現金で受給した世帯＝７月下旬以降に
順次確認書を送付します。内容を確認し、期限ま
でに同封された返送用封筒で返送してください。
口座への入金を希望する場合は、通帳やキャッシ
ュカードなど口座情報が分かる物の写しと、運転
免許証など本人確認ができる物の写しを添えて返
送してください

【未申告者のいる世帯または、令和５年１月２日以
降に転入した人がいる世帯】
　申請が必要です。申請方法などの詳細は市ホーム
ページで確認してください。
必要書類　通帳やキャッシュカード

など口座情報が分かる物の写し、
運転免許証など本人確認ができる
物、非課税証明書など

申請期間　７月31日（月）から10月31日（火）まで
問い合わせ　社会福祉課（☎27－2776）

　市ではプラマークの表示がある容器や包装を分別
収集しています。もえるごみと一緒に捨てると、貴
重な資源が焼却処分されてしまいます。正しく分別
してごみ減量とリサイクルに協力してください。
問い合わせ　資源循環課（☎27－2732）

目印はプラマーク
　分別の対象になる容器や包装はプラマークの表示
があります。市指定袋に入れて指定の収集日に出し
てください。
【プラスチックで出す主な物】
　弁当容器、トレイ・パック、ボ
トル、レジ袋・フィルム、チュー
ブ、発泡スチロール（緩衝材）など

分別の前に汚れを落とす
　汚れや食品が残っているとリサ
イクルできません。軽くすすいで
汚れを落としてください。汚れが
落ちないものはもえるごみへ。

間違えやすい分別収集対象外のプラスチック製品
　ペットボトル本体はプラスチッ
クとは別に分別収集し、リサイク
ルしています。各地区のごみの出
し方に従って出してください。

※プラスチック製品でも弁当のスプーンやストロ
ーなどのプラマークがないものは分別収集の対象
外です。もえるごみで出してください

赤堀地区在住の場合
　赤堀地区では、ごみステーションでプラスチック
製容器包装の分別収集をしていません。分別に協力
できる場合は、指定袋に入れて赤堀支所に設置して
ある専用資源保管庫に出してください。
利用時間　平日午前８時30分～午後５時
　※年末年始は除きます

透明のプラスチック製容器を回収します
　株式会社ベイシアでは、静岡大学・東北大学・
芝浦工業大学と共同で、プラスチック製容器の再
資源化向上を目的とした素材識別の実証実験のた
め、透明プラスチック製容器を回収します。リサ
イクル推進の取り組みとして協力をお願いします。
期日・時間
●８月４日（金）＝午前10時～午後５時
●８月５日（土）＝午前10時～午後３時
会場　ベイシアスーパーマーケット伊勢崎駅前店
回収する物　卵のパックや弁当・総菜などの透明

なプラスチック製容器
※汚れを落としてから出してください

健
康
大
学
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。

期
日
　９
月
か
ら
12
月
ま
で
の
全

８
回

※
詳
し
い
日
程
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い

時
間
　午
前
９
時
30
分
～
午
後
０

時
30
分

会
場
　健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

対
象

　市
内
に
在
住
の
68
歳
以
下

の
人
で
、
受
講
修
了
後
に
食
改
推

と
し
て
活
動
で
き
る
人

※
過
去
に
受
講
し
た
こ
と
が
な
い

人
に
限
り
ま
す

定
員

　20
人（
先
着
順
）

参
加
料

　１
２
１
０
円（
テ
キ
ス

ト
代
）

申
し
込
み

　７
月
24
日（
月
）か
ら

８
月
４
日（
金
）ま
で
に
直
接
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
へ

※
事
前
に
電

話
で
来
所
日

時
を
予
約
し

て
く
だ
さ
い

　
市
有
地
を
一
般
競
争
入
札
で
売

却
し
ま
す
。
参
加
に
は
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
　
７
月
24（
月
）か
ら
８

月
16
日（
水
）ま
で

入
札
日
　
８
月
24
日（
木
）　

【
対
象
物
件
】

所
在
地
　
赤
堀
鹿
島
町
７
５
０
番

４面
積
・
最
低
売
払
価
格
　
４
２
３

平
方
メ
ー
ト
ル
・
２
３
８
万
３
０

０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　申
込

書
な
ど
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

必
要
書
類
を
添
え
て
直
接
管
財
課

（
☎
（27）
２
７
０
３
）

※
物
件
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

高
齢
政
策
課（
☎
（27）
２
７
５
２
）へ

※
申
込
書
・
申
し
込
み
方
法
や
物

件
の
詳
細
を
掲
載
し
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
は
、
管
財
課
、
高
齢
政
策
課
、

市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
・

各
支
所
）、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
宮
子
・
あ
ず
ま
、
伊
勢
崎
駅

前
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す※
申
し
込
み
が
な
か
っ
た
場
合
は
、

申
込
期
間
終
了
後
に
先
着
順
で
売

却
し
ま
す

第４回第４回 東上之宮村の泥流被害の実態
泥流被害を報告した「小

こ

前
まえ

御
おん

書
かき

上
あげ

帳
ちょう

」と「泥
どろ

入
いり

絵
え

図
ず

」
　天明３（1783）年に浅間山噴火で発生した天明泥
流により大きな被害を受けた前橋藩領東上之宮村（東
上之宮町）は、３年後の天明６（1786）年に田・畑・
屋敷の泥流被害状況を前橋藩に報告するため、「小 
前御書上帳」と「泥入絵図」を作成しています。史料
によると、利根川に面し肥

ひ

沃
よく

な水田が広がる東上之
宮村は、全水田の42％に及ぶ30.4ヘクタール（166
筆）、屋敷や畑19.3ヘクタール、最も規模の大きい
排水路の宮川は1.1キロメートルにわたり泥流で埋も
れた「泥入」と記されています。史料にある東上之宮
村の泥流被害の一部は、清掃リサイクルセンター21

（柴町・東上之宮町）の宮柴前遺跡発掘調査で確認さ
れた泥流に飲み込まれた田畑と考えられます。
復興が困難なほどの天明泥流による惨状
　東上之宮村は天明泥流によって、米388俵の入っ
た郷

ごう

蔵
ぐら

を失い、泥流に埋まった数十人が隣村田中村

の名主らに救助されています。また、50～60軒の家
屋に泥入し、集落は北側への移転を余儀なくされ、
現在の集落となっています。「小前御書上帳」と「泥 
入絵図」からは、数年経過しても復興が困難なほど 
の天明泥流の惨状を示し、その後も大きな影響を及
ぼした災害であったことがうかがえます。また、東
上之宮村の南に隣接した伊勢崎藩領小泉村（柴町）は、
泥流が全村を襲い村民は柴町へ移り住みましたが、
その後も復旧はかなわず村は壊滅となりました。

◀
小
前
御
書
上
帳（
個
人
蔵
）

◀
東
上
之
宮
村
泥
入
絵
図（
個

人
蔵
）

問い合わせ　
赤堀歴史民俗資料館（☎63－0030）

◀
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
目
印

▲市ホーム
ページ

▲市ホーム
ページ
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https://www.city.isesaki.lg.jp/soshiki/hukusiko/shakai/seikatuhukusi/18665.html
https://www.city.isesaki.lg.jp/soshiki/kankyobu/sigen/sigen/gomi/1484.html
https://www.city.isesaki.lg.jp/soshiki/kankyobu/sigen/sigen/gomi/1485.html
https://www.city.isesaki.lg.jp/soshiki/kensui/kenko_dukuri/kenkoukanri/18675.html


ナルセグループ伊勢崎
市民プラザ図書室	 ☎32－9488
休館  ８月８日（火）・22日（火）

伊勢崎市図書館	 ☎23－2346
休館  水曜日・８月11日（祝）・31日（木）

■本の貸出期間延長が 
　自分でできます！
　予約が入っていない本は、返却期
限内に１度だけ貸出期間が延長でき
ます。スマートフォンや館内の利用
者検索用端末などから自分で延長す
ることもできます。
※自分で延長する場合は事前にパ
スワード登録が必要です。登録は
各図書館の窓口でできます

■一日図書館員を募集します
　図書館の仕事が体験できます。参
加料は無料です。
期日・会場
①８月３日（木）＝あずま図書館
②８月４日（金）＝赤堀図書館
③８月21日（月）＝伊勢崎市図書館
④８月24日（木）＝境図書館
時間
●午前の部＝午前10時～正午
●午後の部＝午後２時～４時
対象　市内の小学３年生から６年生
までで初めての人

定員　①③④＝各５人、②＝各３人
※先着順です

申し込み　①②は７月22日（土）から、
③④は８月５日（土）から本人また
は保護者が直接参加したい図書館
へ

８月の読み聞かせ
【幼児向けの読み聞かせ】
●12日（土）＝伊勢崎市図書館
●19日（土）＝赤堀芸術文化プラザ、
　あずま図書館、境図書館

【赤ちゃん向けの読み聞かせ】
●４日（金）＝あずま図書館
●８日（火）＝伊勢崎市図書館
●９日（水）＝赤堀芸術文化プラザ
●17日（木）＝境図書館
※時間などの詳細は各図書館に問
い合わせてください

■図書館で昆虫採集？！
　館内で見つけた折り紙の昆虫を１匹
差し上げます。
期間　７月21日（金）から８月27日（日）
まで
■名作映画会
　『倫

ろん

敦
どん

ノ山本五十六』
期日　８月13日（日）
時間　午後２時開始
■夏休み親子映画会
　『リトルマーメイド』
期日　８月20日（日）
時間　午後２時開始

境図書館	 ☎74－0209
休館  月曜日・８月11日（祝）・25日（金）

■ＤＶＤ上映会
期日　８月５日（土）
内容・時間
●『ふしぎ駄菓子屋銭天堂 天

あ っ ぱ

晴れレモ
ン』＝午前10時30分開始
●『稲川淳二の超こわい話』＝午後１時
30分開始

会場　赤堀芸術文化プラザ

赤堀図書館	 ☎63－1200	
休館  ８月１日（火）・15日（火）・16日（水）

■夏休み昆虫写真展×図書館クイズラ
リー

期間　７月23日（日）から８月19日（土）
まで
■夏休み特別アニメシアター
内容・期日
●『ふしぎ駄菓子屋銭天堂 型ぬき人魚

グミ』＝８月４日（金）
●『ざんねんないきもの事典』＝８月10
日（木）
●『ふしぎ駄菓子屋銭天堂 獏ばくもな

か』＝８月18日（金）
時間　午後２時開始
■名作シアター
内容・期日
●『スモールフレンズ 僕たちの魔法修

学旅行』＝８月５日（土）
●『蟬

せみ

しぐれ』＝８月９日（水）
時間　午後２時開始

あずま図書館	 ☎62－9988
休館  月曜日・８月11日（祝）・25日（金）

事業名 期日・時間 対象 定員 内容 申し込み

① 作ってみよう！
プラ板アクセサリー

８月６日（日）
午後１時～ 中学生まで 50人

（先着順）
プラスチックの板に絵を描い
て、トースターで焼きアクセ
サリーを作ります ①は

当日直接
まゆドームへ

②③④⑤⑥は
７月26日（水）
午前９時30分
から電話で
まゆドームへ

※いずれも参加
料は無料です

② 二酸化炭素の吸収・
放出実験

８月７日（月）
午前10時～

小学５年生から
中学生

12人
（先着順）

乾燥剤で二酸化炭素を吸収・
放出させ、地球温暖化防止に
ついて学びます

③ 岩石標本作り ８月13日（日）
午前10時～ 小・中学生 12人

（先着順）
利根川の河原の石で、岩石標
本箱を作ります

④ ツルグレン装置作り ８月18日（金）
午前10時～

小学５年生から
中学生

12人
（先着順）

ペットボトルでツルグレン装
置を作り、公園内の土の中の
小さな生き物を探します

⑤ ペットボトルロケッ
ト作り

８月20日（日）
午前10時～ 小・中学生 12人

（先着順）
ペットボトルでロケットを作
り、公園内のスロープで飛ば
して遊びます

⑥ かご作り ８月27日（日）
午前10時～ 小・中学生 12人

（先着順）
梱
こん

包
ぽう

用のテープを編み、籠を
作ります

☎31－3778
問い合わせ８月の親子ふれあい事業

小学３年生以下の子どもは保護者の付き添いが必要です。安全のため、乳幼児の同伴を断わる事業もあります。
②③④⑤⑥の事業に参加できるのは、１人につき１つまでです。複数の参加を希望する場合はキャンセル待ちになります。
８月の休館日…火曜日・14日（月）
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期日　８月６日（日）
時間　午前９時～午後５時
対象　市内に在住または在

勤・在学の人
申し込み　当日直接会場へ

※あずま総合運動公園テニスコート、境体
育館の利用は各運動施設管理事務所へ

市民スポーツの日 施設の無料開放 会場・問い合わせ
●アイオーしんきん伊勢崎アリーナ（市民体育館）、市陸上競

技場、伊勢崎市マーキングウェイ庭球場、第二市民体育館
＝華蔵寺公園運動施設管理事務所（☎23－7015）

●赤堀体育館、赤堀剣道場、あかぼり運動公園テニスコート
＝赤堀運動施設管理事務所（☎62－1930）

●あずま総合運動公園テニスコート＝あずま運動施設管理事
務所（☎62－7271）

●境体育館＝境運動施設管理事務所（☎74－1113）

電子地域通貨I
イ セ カ

SECA利用者説明会を開催します

▲詳しくは市ホ
ームページへ

　８月１日（火）からISECAの利用が開始することに伴
い、利用者向けの説明会を実施します。ISECAの概要
やチャージ方法、利用方法などを映像で説明します。
利用方法は市ホームページからも確認できます。
期日・時間・会場・申し込み　下表のとおり

対象　プレミアムキャンペーン 
に当選した人

定員　各回30人（先着順）
参加料　無料
問い合わせ　事務管理課（☎27－2708）

市青少年善行表彰候補者を推薦してください
　市青少年問題協議会では、善い行いをした青少年を令和６年２月３日（土）に
開催する市青少年健全育成大会で表彰します。候補者を推薦してください。

対象　市内に在住かつ在勤・在学のおおむね25歳
までの次のいずれかに該当する人または団体

●人命救助や防火、防犯、事故防止または災害発生
時などに尽くした

●ボランティア精神があり、福祉や地域づくり、校
内での活動などに積極的に取り組んだ

●自然環境の保護や改善を心掛けている
●困難に負けず、学業やスポーツ、芸術文化活動な

どに励み、周囲に善い影響を与え模範となった
●地域の歴史や伝統文化の保存・継承活動を行った
●国際交流や国際理解などの多文化共生のための活

動に貢献している
●その他、会長が特段の功績を認めた

推薦方法　推薦書に必要事項を記入の上、直接また
は郵送・ファクス・メールで市民活動課へ
※推薦書は市民活動課、市民情報コーナー（市役
所・各支所）、各公民館、市民サービスセンター
宮子・あずま、伊勢崎駅前イン
フォメーションセンターにあり
ます。市ホームページからダウ
ンロードもできます
※自分または親族を推薦することはできません

宛先　〒372－0014　昭和町1712－２　市民活動
課、FAX61－6713、メールkatudo@city.isesaki.lg.jp

締切日　９月13日（水）（必着）
問い合わせ　市民活動課（☎61－6712）

期日 時間（各回30分） 会場 申し込み　

８月５日（土）
午前10時、10時40分、
11時20分、午後２時、
２時40分、３時20分

市役所東館５
階第４会議室

７月24日（月）から８月３日（木）の午前９時から午後５時
までに電話で市電子地域通貨事務局（☎0120－700－
481）へ

８月30日（水）午前10時、10時40分、
11時20分 境公民館 ８月18日（金）から28日（月）の午前９時から午後５時15分

までに電話で境公民館（☎74－5105）へ

８月31日（木）午前10時、10時40分、
11時20分 あずま公民館 ８月14日（月）から29日（火）の午前９時から午後５時15分

までに電話であずま公民館（☎62－0115）へ

９月６日（水） 午後２時、２時40分、
３時20分 赤堀公民館 ８月22日（火）から31日（木）の午前９時から午後５時15分

までに電話で赤堀公民館（☎62－1153）へ
※申し込み受け付けは土・日・祝日を除きます

利用者説明会の日程

◀
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

◀
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

82023年（令和5年）7月16日号

https://www.city.isesaki.lg.jp/soshiki/kikakubu/jimu/digital/18433.html
https://www.city.isesaki.lg.jp/soshiki/siminbu/shimin/sisyo/2548.html
mailto:katudo@city.isesaki.lg.jp
https://www.city.isesaki.lg.jp/soshiki/kensui/sport/sisetukanri/2219.html
http://www.library.isesaki.gunma.jp/


入
札
は「
Ｋ
Ｓ
Ｉ
官
公
庁
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（

ht
tps://kankocho.jp/

）か
ら
受

け
付
け
ま
す
。

参
加
申
込
期
間
　
７
月
31
日（
月
）

午
後
２
時
ま
で

入
札
期
間
　
８
月
14
日（
月
）午
後

１
時
か
ら
21
日（
月
）午
後
１
時
ま

で【公
売
物
件
の
下
見
会
】

期
日
　
７
月
28
日（
金
）

時
間
　
午
後
１
時
～
４
時

会
場
　
市
消
防
本
部
・
北
分
署

※
物
件
に
よ
り
会
場
が
異
な
り
ま

す
。
事
前
に
消
防
本
部
総
務
課
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

介
護
保
険
居
宅
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

利
用
者
負
担
金
の
一
部
を
助
成

介
護
保
険
課（
☎

（27）
２
７
４
３
）

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の

自
己
負
担
金
の
２
分
の
１
を
助
成

し
ま
す
。
助
成
を
受
け
る
た
め
に

は
、
あ
ら
か
じ
め
認
定
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
事
前
に
介
護
保
険
課
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
令
和
４
年
度
で
認
定
を
受
け
て

い
る
人
に
は
、
７
月
中
旬
に
更
新

の
案
内
を
郵
送
し
ま
す

対
象
　
次
の
全
て
の
条
件
を
満
た

す
人

●
介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要
支

援
・
要
介
護
被
保
険
者

●
市
民
税
・
県
民
税
非
課
税
世
帯

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
市

役
所
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

【
親
子
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
】

　
認
知
症
に
つ
い
て
親
子
で
学
び
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
、

自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
　
９
月
３
日（
日
）

時
間
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場
　
市
役
所
東
館
５
階
第
４
会

議
室

対
象
　
市
内
に
在
住
の
小
学
１
年

生
か
ら
３
年
生
と
そ
の
保
護
者

定
員
　
20
組（
先
着
順
）

申
し
込
み
　
７
月
25
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
保
護
者
が
直
接
ま
た
は

電
話
で
市
役
所
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ

【
団
体
や
事
業
所
で
も
講
座
を
実

施
し
ま
す
】

　
地
域
住
民
の
団
体
や
市
内
の
事

業
所
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
機
関
な
ど

に
職
員
が
出
張
し
て
講
座
を
実
施

し
ま
す
。
希
望
す
る
団
体
は
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
初

級
研
修地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎

（27）
２
７
４
５
）

　
高
齢
者
の
介
護
予
防
に
関
す
る

知
識
と
技
術
を
学
び
、
地
域
の
人

に
広
め
て
い
く
介
護
予
防
サ
ポ
ー

人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す

人
権
課（
☎

（27）
２
７
3
０
）

　
７
月
１
日
付
で
、
法
務
大
臣
か

ら
次
の
人
が
人
権
擁
護
委
員
に
委

嘱
さ
れ
、
就
任
し
ま
し
た
。

●
新あ

ら

井い

典の
り

明あ
き

さ
ん

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
新
し

く
決
ま
り
ま
し
た

社
会
福
祉
課（
☎

（27）
２
７
４
８
）

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
、
次

の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

●
東
国
定
下
区
＝
諏す

訪わ

幸さ
ち

子こ

さ
ん

水
害
時
に
も
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
ま
す

消
防
本
部
通
信
指
令
課

（
☎

（25）
３
５
１
０
）

　
消
防
本
部
で
は
、
火
災
だ
け
で

な
く
、
水
害
に
よ
る
避
難
を
呼
び

か
け
る
際
も
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し

ま
す
。
大
雨
の
時
な
ど
に
、
吹す

い

鳴め
い

３
秒
・
休
止
２
秒
を
繰
り
返
す
サ

イ
レ
ン
が
聞
こ
え
た
ら
、
避
難
行

動
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
実
施

消
防
本
部
総
務
課（
☎

（25）
３
５
１
１
）

　
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
な
ど
を「
Ｋ

Ｓ
Ｉ
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」で

公
売
し
ま
す
。
参
加
申
し
込
み
や

赤
堀
支
所
の
空
調
機
改
修
工
事

を
行
い
ま
す

赤
堀
支
所
庶
務
課（
☎

（62）
９
７
９
０
）

　
工
事
期
間
中
は
、
騒
音
・
振
動

な
ど
に
よ
り
近
隣
住
民
や
利
用
者

の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

期
間
　
７
月
中
旬
か
ら
令
和
６
年

１
月
下
旬
ま
で

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
開
催
し
ま
す

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎

（27）
２
７
４
５
）

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
認
知

症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
認

知
症
の
人
や
家
族
を
温
か
い
目
で

見
守
る
人
の
こ
と
で
す
。
認
知
症

の
人
や
そ
の
家
族
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
、
認
知
症
の
症
状
や
対
応
な
ど

を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

【
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
】

期
日
　
９
月
13
日（
水
）

時
間
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場
　
殖
蓮
公
民
館

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
人

定
員
　
15
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
　
７
月
25
日（
火
）午
前

の
人

●
令
和
４
年
分
の
世
帯
の
収
入
が
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
担
金
お

よ
び
介
護
保
険
料
な
ど
を
支
払
っ

た
と
き
に
生
活
保
護
基
準
を
下
回

る
か
、
そ
れ
と
同
程
度
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
世
帯
の
人

●
介
護
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
人

●
市
民
税
・
県
民
税
課
税
者
に
扶

養
さ
れ
て
い
な
い
人

【
助
成
対
象
外
の
サ
ー
ビ
ス
】

　
福
祉
用
具
購
入
、
住
宅
改
修
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
密
着
型
介

護
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
、

居
宅
療
養
管
理
指
導
、
特
定
施
設

入
居
者
生
活
介
護
、
認
知
症
対
応

型
共
同
生
活
介
護
な
ど
。

農
地
の
利
用
状
況
調
査
を
実
施

し
ま
す

農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎

（27）
２
７
８
２
）

　
農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
８
月

か
ら
10
月
ま
で
を
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
強
化
月
間
と
し
て
農
地
の
利
用

状
況
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
調
査

で
は
農
地
が
荒
れ
て
い
な
い
か
、

違
反
転
用
さ
れ
て
い
な
い
か
な
ど

を
確
認
し
ま
す
。
調
査
時
に
農
地

へ
立
ち
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
地
は
日
本
の
食
料
自
給
力
を

支
え
る
大
切
な
資
産
で
す
。
農
地

を
手
入
れ
せ
ず
に
荒
廃
さ
せ
て
し

ま
う
と
、
病
害
虫
が
発
生
し
、
近

タ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

　
研
修
は
初
級
・
中
級
・
上
級
と

続
き
、
今
回
は
介
護
予
防
の
基
礎

知
識
を
学
ぶ
初
級
研
修
で
す
。

期
日
　
８
月
24
日（
木
）

時
間
　
午
後
２
時
～
４
時
30
分

会
場
　
絣
の
郷（
市
民
交
流
館
）

対
象
　
市
内
に
在
住
で
、
介
護
予

防
や
健
康
な
ど
に
興
味
が
あ
り
、

地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

動
で
き
る
人

定
員
　
25
人（
先
着
順
）

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
７
月
28
日（
金
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
へ

朗
読
奉
仕
員
養
成
講
座

障
害
者
セ
ン
タ
ー（
☎

（75）
５
５
３
０
）

　
視
覚
障
害
の
あ
る
人
に
広
報
い

せ
さ
き
な
ど
を
朗
読
し
て
、
情
報

提
供
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養

成
す
る
た
め
、
朗
読
と
録
音
方
法

の
講
義
・
実
技
を
行
う
講
座
で
す
。

期
日
　
８
月
26
日
か
ら
10
月
14
日

ま
で
の
土
曜
日（
全
７
回
）

※
９
月
23
日（
祝
）は
除
き
ま
す

時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
場
　
障
害
者
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
朗
読
初
心
者
で
朗
読
奉
仕
活
動

に
参
加
で
き
る
人

定
員
　
15
人（
先
着
順
）

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
８
月
１
日（
火
）か
ら

隣
の
農
地
や
地
域
住
民
に
迷
惑
が

掛
か
り
ま
す
。
作
付
け
を
行
わ
な

い
農
地
で
も
、
耕
運
や
雑
草
の
刈

り
取
り
な
ど
、
適
切
な
管
理
を
定

期
的
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
事
業
所
向
け
説
明
会

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎

（27）
２
７
４
５
）

　
市
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
じ
た
高
齢
者
の
社
会
参
加
や
介

護
予
防
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
高

齢
者
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事

業
は
、
市
の
指
定
す
る
事
業
所
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
高

齢
者
に
、
交
付
金
と
換
え
ら
れ
る

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
も
の
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
を
希

望
す
る
事
業
所
向
け
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

期
日
　
８
月
22
日（
火
）

時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30

分会
場
　
社
会
福
祉
協
議
会（
上
泉

町
）

対
象
　
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
介
護
老

人
保
健
施
設

※
訪
問
お
よ
び
福
祉
用
具
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
は
除
き
ま
す

申
し
込
み
　
８
月
10
日（
木
）ま
で

に
電
話
で
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
へ

18
日（
金
）ま
で
に
直
接
ま
た
は
電

話
で
障
害
者
セ
ン
タ
ー
へ

か
け
っ
こ
教
室

生
涯
学
習
課（
☎

（27）
２
７
９
４
）

　
元
日
本
代
表
選
手
の
講
師
が
ラ

ン
ニ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
指
導

し
ま
す
。

期
日
　
９
月
３
日（
日
）

時
間
　
午
前
９
時
～
正
午

会
場
　
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

対
象
　
小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生

定
員
　
20
人（
先
着
順
）

参
加
料
　
３
０
０
円（
保
険
料
な

ど
）

申
し
込
み
　
８
月
６
日（
日
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
青
少
年
育
成
セ

ン
タ
ー（
☎
（23）
５
８
０
０
）へ

Ｓエ
ス

Ｄデ
ィ
ー

Ｇジ
ー

ｓズ

っ
て
な
あ
に
？ 

誰
で

も
簡
単
！ 

ゲ
ー
ム
で
学
ぼ
う

殖
蓮
公
民
館（
☎

（26）
４
５
６
０
）

期
日
　
８
月
16
日（
水
）

時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分会
場
　
殖
蓮
公
民
館

対
象
　
市
内
に
在
住
の
小
学
生

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
で
す

定
員
　
10
人（
先
着
順
）

内
容
　
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
学
び
ま
す

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
７
月
25
日（
火
）か
ら

電
話
で
殖
蓮
公
民
館
へ

 いせさき情報メールに登録を！
　耐震補強および改修工事のため、境体育
館を次のとおり臨時休館します。
期間　９月１日（金）から令和６年２月29日
　（木）まで
　※工事状況により、期間は変わる場合が
　あります
問い合わせ　境運動施設管理事務所（☎74
　−1113）

　住民基本台帳ネットワークシステムのメンテナンス作業の
ため、市民課の日曜窓口業務を休止します。
　※予約済みのマイナンバーカードの受取窓口は実施します
期日　８月６日（日）
　※市民サービスセンター宮子・あずまでは証明書を発行し
　ているほか、証明書コンビニ交付サービスも利用できます
　※市役所本館１階当直室では戸籍の届け出を受け付けます
問い合わせ　市民課（☎27−2727）

　災害・防災情報や地域の防犯情報をメールで配信して
います。
　携帯電話で次のアドレスに空メールを送信して登録し
ましょう。  t-isesaki@sg-m.jp
　※システム更新作業のため、７月27日（木）
　から31日（月）まで登録・更新・解除の操作
　ができなくなります
問い合わせ　安心安全課（☎27−2706）

境体育館を臨時休館します 市民課の日曜窓口業務を休止します

広報いせさき　No.44611 2023年（令和5年）7月16日号 10

情報掲示板
2023年７月１日現在
●人口 212,105人（前月比+65）　●世帯数 94,899戸（前月比+121）

https://service.sugumail.com/isesaki/
https://kankocho.jp/
https://kankocho.jp/


期日 産婦人科 接骨院

6日㈰ 医師会病院 R
リ プ ロ

epro整骨院・整体院
（寿町、☎61−8464）

11日㈷ 医師会病院 体気健育接骨鍼
しん

灸
きゅう

院
（茂呂町一丁目、☎22−4688）

13日㈰ 市民病院 糸井接骨院
（市場町一丁目、☎62−0329）

20日㈰ 医師会病院 松島接骨院
（連取町、☎25−0018）

27日㈰ 市民病院 上飯島接骨院
（玉村町、☎65−0950）

診療状況により、 診療時間に変更が生じる場合があります。 事前に各医療機関に問い合わせてください。

※産婦人科の診療時間は午前９時～午後５時（事前に連絡してくだ
さい）、接骨院の診療時間は各院に問い合わせてください

子ども医療電話相談（☎♯8000）
●月～土曜日＝午後６時～翌午前８時
●日曜・祝日・年末年始＝午前８時～翌午前８時（24時間）

診療科目 診療時間・医療機関
内科・外科 午前８時30分～翌午前８時30分 伊勢崎佐波

医師会病院
（下植木町、
☎24−0111）

耳鼻咽喉
科　　　

午前９時～正午（受け付けは午前11時30分まで）
　※祝日は休診です

小児科
午前９時～午後５時（受け付けは午後４時30分まで）

午後５時～翌午前８時30分
　※祝日は休診です
　※小児科医でない場合があります

市民病院
（☎25−5022）

歯科
午前10時～午後３時（受け付けは午後２時30分まで）
伊勢崎歯科医師会休日歯科診療所

（上泉町、社会福祉会館内、☎23−2772）

診療科目 診療時間・医療機関
内科・外科 午後６時～翌午前８時30分 伊勢崎佐波

医師会病院
（☎24−0111）小児科 午後７時30分～10時30分（受け付けは午後10時まで）

　※祝日は休診です

■休日診療／日曜・祝日

■夜間診療／月〜土曜日

救急病院等案内テレホンサービス（☎23－1299）
または 群馬県統合型医療情報システム で 検索8月休日・夜間の救急診療

化
観
光
課（

kankou@
city.is

esaki.lg.jp

）へ

協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

事
業
企
画
案
を
募
集
し
て
い
ま
す

市
民
活
動
課（
☎

（61）
６
７
１
２
）

　
本
紙
５
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ

し
た
、
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業
の

企
画
案
の
募
集
期
間
を
、
９
月
29

日（
金
）ま
で
延
長
し
ま
し
た
。
申

し
込
み
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
問

い
合
わ
せ
る
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額
　
１
事
業
に
つ
き
10
万

円
を
上
限
に
、
事
業
に
か
か
る
経

費
の
２
分
の
１
の
金
額

※
補
助
金
の
予
算
額
は
30
万
円
で
、

予
算
額
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す

ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

華
蔵
寺
公
園
運
動
施
設
管
理
事
務
所

（
☎

（23）
７
０
１
５
）

期
日
　
８
月
21
日
か
ら
９
月
11
日

ま
で
の
月
曜
日（
全
４
回
）

時
間
　
午
後
７
時
～
９
時

会
場
　
第
二
市
民
体
育
館

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
学

の
小
・
中
学
生
で
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
に
所
属
し
て
い
な
い
初
心
者

キ
ッ
ズ
は
じ
め
て

文
化
チ
ャ
レ
ン
ジ

文
化
観
光
課（
☎

（27）
２
７
５
８
）

　
文
化
芸
術
を
気
軽
に
楽
し
め
る

体
験
教
室
で
す
。

期
日
　
８
月
27
日（
日
）

会
場
　
人
材
派
遣
ワ
イ
ズ
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
境
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー対
象
　
小
学
生
以
上
の
人

【
キ
ッ
ズ
フ
ラ
ダ
ン
ス
体
験
教
室
】

時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

定
員
　
20
人（
先
着
順
）

【
水
墨
画
体
験
教
室
】

時
間
　
午
前
10
時
、
11
時

定
員
　
各
５
人（
先
着
順
）

【
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
体

験
教
室
】

時
間
　
午
前
10
時
、
10
時
30
分
、

11
時
、
11
時
30
分

定
員
　
各
10
人（
先
着
順
）

＊
　
　
　
＊

い
ず
れ
も

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
８
月
１
日（
火
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
・
メ
ー
ル
で
文

定
員
　
40
人（
先
着
順
）

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
８
月
４
日（
金
）か
ら

18
日（
金
）ま
で
に
直
接
華
蔵
寺
公

園
運
動
施
設
管
理
事
務
所
へ

※
１
人
で
２
人
分
ま
で
の
申
し
込

み
が
で
き
ま
す

ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
ス
教
室

華
蔵
寺
公
園
運
動
施
設
管
理
事
務
所

（
☎

（23）
７
０
１
５
）

期
日
　
８
月
21
日
か
ら
９
月
15
日

ま
で
の
月
・
金
曜
日（
全
８
回
）

時
間
　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

会
場
　
伊
勢
崎
市
マ
ー
キ
ン
グ
ウ

ェ
イ
庭
球
場

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人

※
高
校
生
・
大
学
生
は
除
き
ま
す

定
員
　
40
人（
先
着
順
）

内
容
　
基
本
技
能
か
ら
試
合
ま
で

参
加
料
　
１
５
０
０
円（
ボ
ー
ル

代
な
ど
）

申
し
込
み
　
８
月
４
日（
金
）か
ら

18
日（
金
）ま
で
に
参
加
料
を
添
え

て
華
蔵
寺
公
園
運
動
施
設
管
理
事

務
所
へ

※
１
人
で
２
人
分
ま
で
の
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
　

※
施
設
の
年
間
利
用
の
定
期
券
を

持
っ
て
い
る
人
の
申
し
込
み
は
８

月
９
日（
水
）か
ら
受
け
付
け
ま
す

ア
イ
オ
ー
し
ん
き
ん
伊
勢
崎
ア

リ
ー
ナ（
市
民
体
育
館
）の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
の
器
具
を
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
ま
す

華
蔵
寺
公
園
運
動
施
設
管
理
事
務
所

（
☎

（23）
７
０
１
５
）

　
ス
テ
ア
ク
ラ
イ
マ
ー
、
エ
リ
プ

テ
ィ
カ
ル
、
ス
ミ
ス
マ
シ
ン
な
ど

の
器
具
を
新
た
に
導
入
し
、
既
存

器
具
も
更
新
し
ま
す
。

期
日
　
８
月
２
日（
水
）

※
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
伴

う
準
備
の
た
め
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
は
７
月
24
日（
月
）か
ら
31
日（
月
）

ま
で
使
用
で
き
ま
せ
ん

※
８
月
１
日（
火
）は
休
館
日
で
す

司
法
書
士
に
よ
る
法
律
相
談
会

人
権
課（
☎

（27）
２
７
３
０
）

　
相
続
や
遺
言
に
関
す
る
相
談
に
、

司
法
書
士
が
無
料
で
応
じ
ま
す
。

期
日
　
８
月
６
日（
日
）

時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場
　
伊
勢
崎
商
工
会
議
所（
昭

和
町
）

申
し
込
み
　
当
日
直
接
会
場
へ

※
順
番
に
受
け
付
け
る
た
め
、
待

つ
場
合
が
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
群
馬
司
法
書
士
会

（
☎
０
２
７

−

２
２
４

−

７
７
６

３
）

月
25
日（
火
）か
ら
30
日（
日
）ま
で

●
第
一
・
第
二
中
学
校
合
同
美
術

部
展
＝
８
月
１
日（
火
）か
ら
３
日

（
木
）ま
で

●
第
三
・
殖
蓮
中
学
校
合
同
美
術

部
・
家
庭
科
部
展
＝
８
月
４
日（
金
）

か
ら
６
日（
日
）ま
で

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

会
場
　
伊
勢
崎
駅
前
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

※
車
で
来
場
の
際
は
、
ベ
イ
シ
ア

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
伊
勢
崎
駅

前
店
の
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い

入
場
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
都
市
開
発
課
ま
た

は
伊
勢
崎
駅
前
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
☎
（61）
８
０
０
８
）

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

境
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

（74）
１
３
６
３
）

　
心
の
悩
み
・
不
調
を
抱
え
る
人

や
そ
の
家
族
の
相
談
に
、
精
神
科

医
師
が
応
じ
ま
す
。

期
日
・
時
間
・
会
場

●
8
月
10
日（
木
）＝
午
後
１
時
30

分
開
始
＝
伊
勢
崎
保
健
福
祉
事
務

所（
下
植
木
町
、
☎
（25）
５
０
６
６
）

●
8
月
22
日（
火
）＝
午
後
２
時
～

３
時
＝
境
保
健
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
　
事
前
に
直
接
ま
た
は

電
話
で
各
会
場
へ

永
遠
の
世
界
平
和
を
願
っ
て

平
和
展
を
開
催
し
ま
す

行
政
課（
☎

（27）
２
７
０
２
）

　
広
島
・
長
崎
に
原
子
爆
弾
が
投

下
さ
れ
て
か
ら
、
こ
と
し
で
78
回

目
の
夏
と
な
り
ま
す
。
核
兵
器
の

廃
絶
と
平
和
へ
の
願
い
の
運
動
が

国
内
外
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
平
和
推
進
の
輪
を
世
界
各
国

へ
広
げ
、
真
の
恒
久
平
和
の
実
現

を
目
指
し
、
平
和
展
を
開
催
し
ま

す
。
期
間
中
は
、
平
和
な
社
会
の

実
現
を
願
い
、
被
爆
の
実
態
な
ど

に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
す
る

ほ
か
、
啓
発
用
品
を
配
布
し
ま
す
。

期
間
　
８
月
７
日（
月
）か
ら
10
日

（
木
）ま
で

時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

※
７
日（
月
）は
午
後
１
時
か
ら

※
10
日（
木
）は
午
後
１
時
ま
で

会
場
　
市
役
所
東
館
１
階
市
民
ホ

ー
ル

市
内
中
学
校
合
同
部
展

都
市
開
発
課（
☎

（21）
７
４
９
０
）

　
市
内
中
学
校
の
美
術
部
と
家
庭

科
部
の
作
品
な
ど
を
展
示
す
る
、

合
同
部
展
を
開
催
し
ま
す
。

内
容
・
期
間

●
あ
ず
ま
中
学
校
美
術
部
展
＝
７

献血にご協力ください
全血献血（200ml・400ml）

期日　７月26日（水）
時間　午前９時30分～午後４時
　※午前11時45分から午後１時までは除きます　
　※200ml献血は時間内であっても終了する場合が
　あります
会場　市役所東館１階市民ホール
問い合わせ　社会福祉課（☎27−2748）

献　血　道路上から水道メーターまでの間に漏水を発見
　した場合は、竜宮浄水場（☎24－1760）または
　下記の指定工事店に連絡してください。

次の地域の連絡先は、以下のとおりです。
● 境島村の利根川右岸地域（本庄市給水区域） 

＝本庄市水道課（☎0495−22−2151）
● 境平塚の利根川右岸地域（深谷市給水区域） 

＝深谷市水道工務課（☎048−577−7529）

休日の漏水などの緊急連絡先

●８月５日（土）　穂詮　　　　　☎32−0875
●８月６日（日）　豊鉄水工業　　☎32−1526
●８月11日（祝）　高岸設備工業　☎25−7278

●８月12日（土）　後藤設備　　　☎50−7581
●８月13日（日）　小倉設備興業　☎25−2915

広報いせさき　No.44613 2023年（令和5年）7月16日号 12

情報掲示板

売上金は機械工業の振興・社会福祉の
増進などに広く役立てられています

☎24－5780　  https://isesaki-auto.jp/

25・26・277/
◆浜松オート場外発売

18/28・29・30・31・7/

◆飯塚オート場外発売
　GⅡオーバルCC（ナイター開催）

28・29・30・317/
◆浜松オート場外発売（アーリーレース）

4・5・68/
◆浜松オート場外発売

◆川口オート場外発売
　（ナイター開催）

3・4・5・68/

【お詫びと訂正】広報いせさき６月16日号15ページ、７月休日・夜間の救急診療の記事の中で、夜間診療/月～土曜日の小児科の
診療時間に誤りがありました。正しくは午後７時30分～10時30分(受け付けは午後10時まで)です。お詫びして訂正します。

https://www.med.pref.gunma.jp/


内　容 期　日 時　間 会　場 申し込み・問い合わせ

人権・法律・行政相談
【予約制】
　※各支所は法律相談

  4日（金）

午後２時～４時

市役所東館５階 
第２・４会議室

７月28日（金）から電話で 
人権課（☎27−2730）

  8日（火） あずま支所３階 
第１会議室

８月１日（火）から電話で 
あずま支所庶務課（☎62−9904）

15日（火） 境支所１階 
相談室

８月８日（火）から電話で 
境支所庶務課（☎74−0084）

18日（金） 市役所東館５階 
第２・４会議室

８月10日（木）から電話で 
人権課（☎27−2730）

22日（火） 赤堀支所２階 
応接会議室

８月15日（火）から電話で 
赤堀支所庶務課（☎62−9790）

ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）
相談 月～金曜日 午前８時30分～午後４時 ※会場は問い合わせ

てください ＤＶ相談窓口（☎27−5811）

消費生活相談 月～金曜日 午前９時～午後４時 消費生活センター 同左（☎20−7300）

児童家庭相談
月～金曜日 午前８時30分～午後５時15分 子ども家庭相談

支援センター 同左（☎22−1151）

23日（水） 午前10時～正午 境児童センター 同左（☎70−6100）

ひとり親（母子・父子）相談 月～金曜日 午前８時30分～午後５時15分 子ども家庭相談
支援センター 子育て支援課（☎27−2798）

教育相談 月～金曜日 午前９時～午後４時15分 教育研究所 同左（☎30−1234）

青少年電話相談 月～金曜日 午後１時～５時 青少年指導センター 同左（☎27−8080）

高齢者健康相談 10日（木）・24日（木） 午後１時30分～２時30分 ふくしプラザ 同左（☎26−7733）

高齢者悩みごと相談 木曜日 午前10時～正午
午後１時～３時 ふくしプラザ 同左（☎26−7733）

　※電話相談は☎26−7744

年金相談【予約制】 24日（木） 午前９時30分～午後４時 赤堀支所2階
大会議室

８月10日（木）から17日（木）までに電話で
赤堀支所市民サービス課（☎62−9794）

生活保護相談・
生活困窮者自立支援相談 月～金曜日 午前８時30分～午後５時15分 社会福祉課 同左（☎27−2749）

心配ごと相談 月曜日 午後１時～３時 社会福祉会館 社会福祉協議会（☎25−4546）

農地相談 水曜日 午前８時30分～午後４時 農業委員会事務局 同左（☎27−2782）

日曜日納税相談
　※市税の納付もできます ６日（日）・27日（日） 午前９時～午後５時 市役所本館１階

６番窓口

収納課（平日は☎27−2723、日曜
日は☎27−2724）
　※27日（日）午前９時から午後

３時まではスペイン語・ポル
トガル語の通訳がいます
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Consulta de Pagamentos de Impostos
　※Também poderá ser feito o pagamento.
Quando ： 6 e 27 de agosto
Horário ： 9:00a.m. ～5:00p.m.
Local ： Prefeitura de Isesaki, prédio central(Hon-kan),
　andar térreco balcão No6
Informações ： Depto de Reconhimento de Impostos（Shu
　no-ka）（dias úteis ： ☎27-2723, nos domingos ： ☎27-2724）
　※Dia 27 de agosto（domingo） haverá um intérprete de
　português e espanhol（9:00a.m. ～3:00p.m.）.
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Serviço de Atendimento aos Estrangeiros
Dia ： de segundas a sextas-feiras
　※Exceto dias de feriados
Horário ： 8:30a.m.～5:00p.m.
Local ： Prefeitura de Isesaki, prédio central (Hon-kan), andar
　térreco balcão No10
Assuntos ： Tramitações realizadas na prefeitura e comunicados
　emitidos pela prefeitura.
Informações ： Depto de Assuntos Internacionais （Kokusai-ka）
　☎27-2731
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有料広告のページ 広告内容については、広告主に問い合わせてください。15 2023年（令和5年）7月16日号 14

予約制の受け付けは、申込開始日の午前８時30分からです。

広
告
の
ペ
ー
ジ



2023年（令和5年）7月16日号 16

魅力ある 大学生にも インタビュー
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台本にない自分の言葉で
学校の魅力を伝えていきたい

東京福祉大学　保育児童学部　３年　萩
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こ
と
し
は
、
４
年
ぶ
り
に「
境

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」、「
あ
ず
ま
夏

ま
つ
り
」、「
赤
堀
夏
ま
つ
り
」が

開
催
さ
れ
ま
す
。
ど
の
祭
り
も
そ

れ
ぞ
れ
の
特
色
が
あ
り
、
夏
の
風

物
詩
を
堪
能
で
き
ま
す
。
特
に
、

迫
力
満
点
の
み
こ
し
や
山
車
は
会

場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
、
日
常
の

中
の
非
日
常
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
私
も
、
み
こ
し
が
つ
く

り
上
げ
る
会
場
の
一
体
感
が
好
き

で
、
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。
他
に

も
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
露
店
な

ど
魅
力
た
っ
ぷ
り
の
夏
祭
り
に
な

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
　
　（
い
）

ス
マ

ホ
ア

プ
リ

「
マ

チ
イ

ロ
」で

広
報

い
せ

さ
き

を
配

信
中

！

プロフィル
はぎもと・しゅんや

　
萩
本
さ
ん
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
の
学
生
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、

来
場
者
に
大
学
の
魅
力
を
伝
え
る

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

萩
本
さ
ん
に
活
動
を
始
め
た
き
っ

か
け
を
聞
き
ま
し
た
。

「
高
校
生
の
時
、
学
校
に
何
か
貢

献
を
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
の
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
希
望
し

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
願
い
は
か

な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
学
進
学

後
も
そ
の
思
い
は
強
く
、
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
す
る
案
内
を
見
て
迷
わ
ず

に
応
募
し
ま
し
た
」

　
１
年
生
の
頃
か
ら
活
動
を
始
め
、

今
で
は
70
人
を
超
え
る
学
生
ス
タ

ッ
フ
の
中
心
的
な
メ
ン
バ
ー
と
し

て
活
躍
す
る
萩
本
さ
ん
。
来
場
者

を
案
内
す
る
際
に
意
識
を
し
て
い

る
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

「
来
場
者
が
安
心
し
て
、
何
で
も

聞
け
る
よ
う
な
雰
囲
気
づ
く
り
を

意
識
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
学
内

を
案
内
す
る
道
中
は
、
自
ら
の
言

葉
で
来
場
者
に
声
を
か
け
て
信
頼

関
係
を
築
け
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
ま
す
」

　
今
で
は
、
大
学
の
魅
力
や
特
徴

を
積
極
的
に
来
場
者
に
伝
え
て
い

る
萩
本
さ
ん
で
す
が
、
活
動
を
始

め
た
当
初
は
難
し
い
こ
と
も
多
か

っ
た
と
言
い
ま
す
。

「
初
め
の
頃
は
、
緊
張
し
て
自
分

か
ら
声
を
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
ん
な
状
況
を
変
え
る
た
め
、

先
輩
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の
接
し
方
を

観
察
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
応
対
方
法

を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
経
験

を
積
む
こ
と
で
自
信
が
つ
き
、
臨

機
応
変
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」

　
活
動
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
や
柔
軟
性
を
養
う

こ
と
が
で
き
た
と
い
う
萩
本
さ
ん

に
将
来
の
夢
を
聞
き
ま
し
た
。

「
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
関
わ
る

こ
と
が
で
き
る
保
育
士
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
で
養
っ
た

こ
と
を
生
か
し
、
子
ど
も
や
保
護

者
、
同
僚
な
ど
誰
か
ら
も
信
頼
さ

れ
る
保
育
士
に
な
り
た
い
で
す
」

7月28日（金）にいせさきＦＭで放送します ●午前7時54分～ ●午後１時25分～ ●午後５時50分～

小学生の頃に通った学
童保育で、自分より小
さな子とよく遊んだこ
とをきっかけに保育士
を目指す。休日は、録
画したドラマを見たり、
友達とカラオケに行っ
たりして過ごしている。
最近は父親との銭湯巡
りも楽しみの一つ。

がん検診を受けてがんの早期発見を

がんを早期に発見するため、症状のない
元気なうちからがん検診を定期的に受け、
精密検査が必要と言われたら医療機関を
必ず受診しましょう。今号では、市で実
施しているがん検診を紹介しています。
詳しくは２ページへ。

contents
戻ってきた！ 伊勢崎の夏祭り ････････････････････････ P4
まちづくり市民ワークショップ開催！ ････････････････ P5
電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金 ･･････ P6
プラスチック製の容器・包装は資源です！ ･･･････････ P6

市税の納期 納期限は7月31日（月）です
固定資産税・都市計画税　　2期
国民健康保険税（普通徴収）　1期
　納期限内の納税に協力してください。納期限
を過ぎると延滞金が付く場合があります。忘れ
ずに納期限内に納付してください。納付には口
座振替が便利です。
問い合わせ　収納課（☎27−2723）

がん検診を
受けましょう！

 防災・防犯情報を配信中  いせさき情報メールに登録を！ 登録方法など詳しくは10ページへ

https://machiiro.town/

